
信
州
伊
那
に
於
け
る
御
針
・被
官
制
魔
の
研
究
史
　
（
入
交
）

口

州
伊
那
に
於
け
る
御
館
・被
官
制
度
仰
研
究
史

―
―
古
島
徴
雄
氏
の
業
瞳
を
中
心
と
し
て
１
１

早
栢
田
大
學
助
教
授

一

彙
き
に
、
私
の
責
任
指
導
下
に
あ
る
早
稲
田
大
學
経
済
史
學
含

は
二
ＥＩ
本
農
業
の
朴
辻
的
特
質
た
る
東
北
型

・
近
縦
型
の
比
較
検

討
を
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
日
本
封
建
制
¨
崩
壊
過
程
の
様
相
を

湖
及

ｏ
究
明
せ
ん
と
す
る
立
場
よ
う
、
先
つ
東
北
型
撲
共
構
造
の

本
質
を
責
地
踏
杏
せ
ん
」
」
と
を
企
出
し
た
。
し
か
し
て
ず
′ヽ
の
最

初
の
設
み
は
、
昭
和
十
五
年
七
月
、苫
南
部
領
に
屁
す
る
片
手
縣
二

戸
郡
を
中
心
と
す
る
名
子
制
度
量
ぴ
に
刈
分
小
作
の
賞
地
踏
杏
と

な
つ
て
賛
現
し
、
更
に
子
昭
和
十
六
年
七
月
に
は
、
信
州
伊
那
〔
長

野
縣
下
伊
那
郡
〕
の
御
■

・
被
官
１１ｉｌｌ
度
の
泄
制
調
査
及
小
史
料
採

訪
と
な
つ
て
結
貰
し
た
。
就
中
、
後
者
の
政
行
の
た
め
に
は
、
同

地
御
出
身
の
東
京
帝
図
大
學
農
學
部
講
師
古
島
敏
雄
氏
の
御
指
導

五
に
御
斡
旋
に
竹
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
り
、
直
接
準
備

一
切
は

ヽ

好

省イ
ーー

営
時
早
稲
田
大
學
商
學
部
第
二
学
年
に
在
學
し
た
同
地
出
身
の
伊

藤
悌
減
君
の
犠
牲
的
努
力
に
使
つ
て
初
め
て
可
能
な
ら
し
め
た
も

の
で
あ
る
。

か
く
て
昨
夏
七
月
上
旬
、
員
摯
な
る
十
数
名
の
學
徒
と
供
に
、

初
め
て
天
乱
川
畔
の
信
州
伊
郵
地
方
に
探
訪
し
得
る
の
機
會
を
興

へ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
い
ま
状
訪
の
順
路
量
に
蒐
集
古
文
書
の

中
、
主
要
な
る
も
の
ヽ
名
れ
を
掲
ぐ
る
な
■
ば
，
凡
そ
次
の
如
く

で
あ
る
ｏ

一
、
村
澤
吟
次
郎
氏
丸
集
古
丈
薔
（
上
げ
那
那
赤
穂
町
）

同
氏
柿
著

『赤
須
上
朴
奮
祀
鏃
”
』
に
米
牧
の
原
資
料

一
、
池
上
家
並
に
光
胸
寺
文
書
（
同
　
上
）

城
東
‘
料

（
被
官
文
書
ｏ
庄
屋
文
■
）
拉
に
門
，
田
百
姓
資
料

一
、
市
村
成
人
氏
九
集
古
文
書

下́
伊
那
那
―――
本
村
）

信
濃
荘
同
開
係
資
料

一
、
下
伊
那
都
教
育
會
肝
赦
古
文
書
（
債
田
市
崚
■
會
館
）

午
伴
ｏ
前
島
輌
家
所
般
文
書

の
内
為
本
共
の
他

一
、
仮
田
問
書
館
所
戯
中
馬
晰
係
文
書
（飯
出
市
立
問
薔
御
）

中
馬

一
件
文
書
ｏ
飯
円
十
三
ケ
町
村
組
頭
日
記

一
、
伊
戒
家
所
蔵
文
書
（
下
伊
那
郡
リーーー
村
）

名
古
熊
薔
記
ｏ
切
右
記
開
係
資
料
ｏ
博
馬
Ⅲ
係
資
料

一
、
松
島
家
所
蔵
文
書
（
下
伊
那
那
千
代
村
）

南
山
三
十
六
ケ
村
難
澁
歎
願
日
祀
ｏ
枚
官
文
書

一
，
温
田
家
所
蔵
文
書
（
下
伊
那
郡
本
卑
村
温
１１１
）

温
ｍ
資
料
ノ
内
禾
調
査
分

こ
の
外
採
訪
豫
定
の
中
、
日
時
そ
の
他

‐―‐
む
を
得
ぎ
る
■
情
の

た
め
中
止
し
た
も
の
に
、開
島
家
所
赦
文
書
（
下
伊
那
郡
川
路
村
）

及
び
千
洋
灰
所
蔵
文
書

（
下
伊
那
郡
下
久
堅
村
）
が
あ
つ
た
ｏ
尤

も
こ
の
内
、
下
久
堅
村
の
千
洋
家
の
資
料
は
、そ
の
キ
要
部
分
を
、

教
育
含
館
に
於
い
て
下
伊
那
郡
教
育
含
の
御
厚
意
に
よ
り
、
そ
の

筆
鳥
本
に
つ
い
て
轄
鳥
し
得
た
の
で
あ
り
，更
に
ズ
，
Ｉ
私
は
助
手

姉
歯
二
郎
氏
を
同
件
し
て
伊
藤
偉
先
生
の
御
東
道
に
披
つ
て
親
し

く
原
資
料
を
開
覚
す
な
の
機
倉
を
興
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら

た
。
ま

た
宙
時
採
訪
し
得
な
か
つ
た
資
料
の
中
、
前
記
伊
藤
君
の
厭
身
的

努
力
に
よ
つ
て
撃
鳥
し
得
た
も
の
も
抄
く
な
い
。
例
へ
ば
、
泰
阜

村
の
金
野
文
書
、
河
野
村
河
野
文
書
、
大
鹿
村
の
前
島
文
書
、
千

代
村
の
大
手
文
書
、
赤
穂
町
の
横
厩
文
書
等
々
は
そ
の
代
表
的
な

る
も
の
で
あ
り
、
更
に
天
正
年
代
の
検
地
帳
せ
し
て
、
大
河
原
捻

信
州
伊
那
に
於
け
る
御
徹
ｏ被
官
制
度
の
研
究
史
　
（
入
交
）

地
帳

。
Ｆ
殿
岡
槍
地
帳

・
野
宇
村
検
地
帳

ｏ
大
川
村
御
検
地
帳

・

開
善
十
検
地
帳

。
太
岡
朱
引
御
檜
地
帳
（
上
ｏ
下
巷
）
殴
岡
さ
し
出

帳

。
市
原
本
帳

ｏ
知
久
千
本
帳
ｏ
虎
岩
本
帳

ｏ
虎
岩
郷
本
帳
の
十

一
種
を
党
集
、
筆
鳥
す
る
を
得
た
こ
と
は
、
一
■
に
同
君
の
功
績

に
は
か
な
ら
な
い
。

勿
論
、
こ
の
檜
地
帳
上
の
年
代
に
就
い
て
は
、
今
遊
か
に
文
字

の
＝
に
は
信
悪
し
難
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
方
に
遺
る
検
地
帳
の

今
日
克
集
し
得
る
殆
ん
ど
組
で
ゞ
あ
り
、
員
ぞ
の
形
式
上
の
特
徴

は
、　
一
應
學
界
に
提
供
す
る
丈
け
の
価
値
を
要
求
し
得
る
も
の
で

あ
る
と
確
信
す
る
。

前
後
二
回
に
二
る
採
訪
に
於
け
る
現
地
の
方
々
の
御
厚
情
に
封

し
て
は
、衷
心
よ
う
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
印
ち
、長
野
縣
下

伊
那
郡
教
育
含
・飯
阿
文
化
協
含
を
始
め
、郷
土
史
家
の
諸
先
生
の

御
援
助
は
、
こ
の
計
豊
の
途
行
を
容
易
な
ら
し
め
、
豫
期
以
上
の

成
果
を
牧
め
て
掃
京
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
た
。
就
中
ハ
鳴
謝
す

べ
き
は
、
市
村
成
人
、
伊
藤
博
ハ
村
澤
吟
次
郎
の
三
先
生
及
び
千

澤
清
人
、
向
山
雅
重
、
一耐
島
豊
．
小
林
郊
人
の
諸
氏
で
あ
る
。
こ

ヽ
に
こ
れ
ら
諸
氏
の
御
厚
情
を
銘
肥
し
て
、
深
謝
の
誠
を
捧
ぐ
る

も
の
で
あ
る
。

二
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
．

特
殊
小
作
慣
行
の
全
日‐
本
的
謝
杏
乃
至
概
諭
の
一
箕
と
し
て
の

二
九
一

咄
寄
詰
百
円
０
嗅
繭
清
”
ざ
汁
耐
桐
Ｓ
（
■
。
珊
寄
諦
球
＝
⑮
騨
畔
サ
が
０
ヽ
■
ン
市
掛

．
Ｒ
ｍ
＝
沈
（
“
針
τ
飾
か
サ
ｙ
ｃ
熙
弩
ｏ
回
け
回
ゆ
国
畔
論

入
り

交 :

「伊那の夕II館・被官制度J(伊那(166)、 1942、 人交好脩著、日立国会図書館 )



信
州
伊
邪
に
於
け
る
御
館
ｅ被
官
肛
度
の
研
究
史
　
（
入
交
）

被
官
制
研
究
史
に
封
し
、
直
接
信
州
伊
那
の
御
館

・
被
官
制
度
を

研
究
の
対
象
と
し
て
採
う
上
げ
、
問
題
史
的
に
一
つ
の
昭
進
を
示

し
た
も
の
は
、農
商
務
省
小
作
官
小
林
千
た
衛
門
氏
の
『信
州
伊
那

の
被
官
百
姓
』

（農
商
務
省
農
務
局
編

『永
小
作
に
開
す
る
訓
企
』
（共

こ
所
収
（大
二
十
一二
４
）
を
以
で
噌
矢
と
す
る
。
同
氏
は
『
長
野
縣

下
に
於
で
此
の
慣
行
の
存
す
る
地
方
は
上
伊
那
、
下
伊
那
の
の
両

郡
で
、
上
伊
那
郡
で
は
、南
向
村
大
字
大
草
ｔ
主
と
し
て
行
は
れ
、

中
澤
村
の

一
部
に
も
少
し
く
存
在
す
る
。
下
伊
那
郡
で
は
本
阜
村
、

千
代
村
、
大
鹿
村
等
に
此
の
慣
行
が
存
す
る
け
に
ど
も
■
伊
郎
郡

南
向
村
大
宇
大
革
に
存
す
る
も
の
が
長
野
縣
下
に
於
け
る
代
表
的

「被
官
百
姓
」
と
も
目
す
べ
き
も
の
と
信
す
る
が
故
に
、
不
研
究

に
於
て
は
此
の
地
の
慣
行
に
就
き
て
記
述
す
る
』
こ
と
ヽ
し
、
彼

官
百
姓
を
定
義
し
て

『
特
定
の
地
主
に
専
屁
す
る
小
作
農
家
で
、

奮
幕
時
代
か
ら

一
種
の
低
い
階
級
と
し
て
取
扱
は
れ
、
■
ｍ
の
小

作
人
と
は
異
り
で
、
共
の
地
主
の
隷
従
的
開
係
を
容
場
に
離
る
ヽ

こ
と
能
は
す
、
対
し
之
が
鵬
絆
を
虎
せ
ん
と
せ
ば
、
薔
幕
時
代
に

於
で
は
相
営
の
身
代
金
の
提
供
を
要
し
、
又
地
ｔ
も
之
に
対
し
て

は
特
別
の
保
護
を
加
へ
た
―
―

一
種
の
■
奴
的
性
翼
を
有
せ
る
―

―
小
作
農
衣
で
あ
る
』
と
述
べ
て
ゐ
る
の

ま
■
閥
島
久
雄
氏
１１

『南
山

一
件
文
書
一
含
伊
那
史
料
業
書
」
所

牧
）
及
び
下
伊
那
都
市
部
諸
村
を
対
象
す
る
三
論
文
、
印
ち
、
「
伊

那
被
官
に
開
す
る
粛
千
の
研
究
」
含
祀
會
粁
湾
■
學
」
第
二
各
第
五
・

〓
０
一
．　
　
・

六
塊
）
「
伊
那
の
被
官
村
●
開
す
る

一
考
擦
・卜
農
村
経
済
の
読
２
一
ま

済
・
■
生
嘘
人
日
の
槍
減
の
一
例
―
」
３
祗
會
絆
済
え
菖
ご

第
二
容
第
メ

批
）、

「
封
建
的
地
主
の
一
形
念
―
特
に
御
館
の
買
養
子
．
被
官
の
費

■
に
就
て
―
」
３
歴
一
學
研
究
」第
四
容
第
一
披
）
が
あ
る
一
し
か
し

「

之
■
の
報
告
に
よ
つ
て
明
と
せ
ら
れ
た
所
は
主
と
し
て
身
分
関
係

で
あ
り
、
被
官
の
蒙
つ
て
ゐ
た
諸
種
の
制
限
、
賣
買
質
入
等
の
野

象
Ｌ
な
つ
た
そ
の
物
的
性
質
、
斯
る
制
限
を
腕
し
ｔ
裕
面
に
な
つ

た
被
官
の
十
百
姓
ｔ
移
つ
て
行
く
形
式
酌
な
熊
螢
等
が
問
題
と
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
又
之
等
の
被
官
が
本
百
姓
と
共
に
形
成
し
て
み

た
村
落
の
形
態
が
述
べ
ら
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
斯
學
の
資
展
は

必
然
的
に
該
制
度
を
一
賦
役
な
る
地
代
開
係
の
観
謝
よ
り
、
立
設

的
に
分
析
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

か
ゝ
る
破
究
史
の
、
最
初
の
一
頁
を
飾
る
も
の
と
し
て
、
古
島

敏
雄
氏
の

「農
業
制
度
と
し
て
御
館
被
官
制
度
、‐‐
そ
の
分
解
」

（
「農
業
経
済
研
究
」
第
十
二
巷
第
一　
０
二
・
四
城
）
を
摯
げ
る
こ
と

を
得
る
。
本
論
文
の
特
徴
は
，
被
官
制
度
を

一
つ
の
農
業
制
度
と

し
て
の
祀
角
よ
り
考
察
せ
ん
と
試
み
た
最
初
も
の
で
あ
る
と
い
ふ

鮎
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、「
弧
い
身
分
的
制
限
を
蒙
つ
て
み

た
被
官
が

一
方
に
は
自
己
の
結
螢
を
有
し
乍
ら
、
御
針
の
経
螢
の

重
要
な
る
労
力
を
ｆ
で
は
な
し
て
み
た
ら
し
い
と
云
ふ
艤
に
分
析

の
中
心
を
置
く
こ
と
」
と
期
し
た
労
作
で
あ
る
。
加
之
古
島
氏
は
、

本
論
文
に
利
用
さ
れ
た
資
料
は
、
既
刊
の
諸
資
料

〔南
山
一
件
文
書

（
三
容
）、
熊
谷
家
倅
記

（
四
巻
一、
名
古
屋
岡
書
館
蔵
小
川
賞
記
、
正
木
敬

一し
氏
蔵
木
下
日
記
〕
の
外
に
、
直
接
伊
那
各
地
の
薔
家
の
所
蔵
資
料

の
探
訪
を
な
し
、
名
寄
帳
、小
前
帳
、用
留
の
如
き
古
文
書
よ
り
、

先
つ
「
被
官
制
度
の

一
般
」
的
特
質
を
究
め
ん
と
し
、
（
１
）
制
度

を
表
は
す
諸
名
橋

。
被
官
の
字
式
、
（
２
）被
官
の
形
式
的
規
定
、

（
３
）被
官
の
■
質
的
性
質
，
（
４
）
御
御
、
（
５
）
身
請
百
姓
の
計
項

目
に
分
つ
て
詳
細
に
分
析
し
、
■
に
該
制
度
の

「
伊
那
地
方
に
於

け
る
分
布
」
量
に

「
自
然
的
生
鷹
環
境
」
ケ
朋
、
進
ん
千
‐―――
助
の

核
心
た
る

「
被
官
制
度
に
於
け
る
土
地
関
係

―
―

「
■
＝
所
有

開
係
」
及
び

「
小
作
関
係
』
―
―
、」
「
御
鶴
の
農
業
維
仕
―
―
「
御

館
農
業
維
螢

一
般
」
及
び

「
前
島
氏
の
手
作
組
螢
」
―
―

」
に
論

及
し
、
最
後
に

「
被
官
制
度
の
愛
遷
」
を
ば
、
（
１
一被
官
開
係
の

甕
生
、
（
２

被
宙
制
度
の
分
解
、（
３
）
商
品
生
産
の
導
入
、
（
４
）
明

治
維
新
と
被
官
制
度
の
諸
項
目
に
分
つ
て
考
察
し
て
ゐ
る
。

就
中
、
農
業
制
度
と
し
し
て
の
御
館

ｏ
被
官
制
度
に
於
け
る
土

地
所
有
開
係
最
に
小
作
開
係
の
究
明
は
、
従
来
何
人
も
企
及
し
得

］納̈
¨̈
」“けい「｝″敵』剛館Ⅷ赦鋼川梅螂颯蝙確

融
ω際には嶋雌嫌一胸
鋤
誠
剛卸料
邸
舗
価
は砥

本政治経済研党叢書』第七輯）として上梓されたが、それは
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州
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け
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御
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官
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度
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史

（入
交
）‐

雨
氏
の
従
来
の
語
研
究
の
■
大
成
で
あ
る
と
同
時
に
、
附
録
と
し

て
、
多
数
の
宗
門
帳
。
綺
地
帳
＾
借
屋
御
改
帳
及
び
被
官
師
係
文

文
■
を
牧
録
し
て
ゐ
る
ｏ

雨
来
、
該
研
究
は
、
古
島
氏
の
郷
■
場
と
し
て
発
展
せ
し
め
ら

れ
た
が
、
世
近
新
た
に
■
集
さ
に
た
多
数
の
古
文
書
に
基
い
で
、

「
近
世
初
ｌリー
の
検
地
と
農
民
層
の
構
成
―
紛
地
帳
上
の
分
附
記
載
を

中

心

に
‐止

■
農

業
組

鴻

併
分浩

第

十

七
巻

第

丁

二
眈

〉
及

び

「
徳

川

初

期

に
か
け
る
理
民
の
家
族
形
熊
―
信
州
市
部
な
例
と
し
て
１
」
３
祀
會
組

済
史
學
」
第
十
一
告
ル
一一携
）
が
相
機
い
で
変
表
さ
れ
た
。
前
者
は
、

縫
き
に
研
究
史
し
開
す
る
部
分
に
於
い
て
こ
れ
に
鯛
れ
た
の
■
、

こ
ゝ
に
重
復
す
る
こ
と
を
避
け
る
が
、
（
１
）
「検
地
帳
上
の
分
附

記
載
と
耕
作
形
態
」
、

（
２
）
「稔
地
帳
上
の
作
人
め
身
分
―
―
信

州
虎
岩
村
を
例
と
し
て
」、

（
３
）
「．村
の
構
腐
者
と
し
て
の
本
百

姓
」
に
言
及
し
、
一初
め
て
被
官
制
度
と
槍
地
に
と
の
開
係
に
就
い

て
の
究
明
で
あ
る
０
後
者
は
、被
官
制
度
を
も
つ
伊
那
地
方
村
洛
を

直
接
採
り
上
げ
、
従
来
の
祗
合
的
方
法
に
よ
ち
分
，析
が

―
企
樹
ｔ
得

な
か
つ
た
程
度
に
ま
で
、
問
題
史
を
進
展
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
資
料
紹
介

・
分
析
に
は
平
澤
清
人
氏
の
一

近
世
初
期
農
村
居
住
民
の
構
成
に
，
い
で
の
一
考
察

１
信
州
伊
服

郡
虎
岩
村
卜
」
∩
屁
會
経
済
史
學
」第
十
一巻
，
大
猿
）
及
び
「被
存
の

変
生
と
被
官
身
分
の
韓
落
に
開
す
る
一
考
察
―
信
‐‐り‐＝，
”
郡
虎
井
村

に
於
け
る
―
」
０
経
済
史
研
究
」第
二
十
七
参
第
二
榜
〉
が
お
４ケ
ｏ

〓一
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ

蒲
蒲
言
肘
０
嗅
繭
蒲
峡
ざ
汁
耐
桐
Ｓ
（
■
・
峨
番
詰
球
絆
⑮
響
鞘
ヽ
中
こ
ヽ
■
ン
市
難

．
Ｒ
前
絆
ヽ
（
¨
針
τ
飾
０
ウ
む
ゞ
熙
）
つ
回
降
日
ゆ
図
珊
盤
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筒
、
彼
官
制
度
研
究
の
傍
證
と
も
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
古

島
氏
の

「
伊
那
街
道
に
お
け
る
中
馬
の
資
達
―
―
飯
川
町
の
資
料

を
中
心
と
―
で
宍
「維
會
経
済
史
學
」第
九
谷
第
一丁
一■
四
究
）
が
あ
り
、

通
史
的
漑
槻
と
し
て
は
文
部
省
椎
蔦
嗣
書
と
な
つ
た
名
著

「
日
本

封
建
農
業
史
』
（
円
海
書
諄
版
「日
本
組
洲
史
仝
一
Ｉ
）
が
あ
る
こ
と
を

附
記
し
て
置
く
。

三

嘗
で
今
井
林
太
郎
氏
は
、

「
近
世
初
頭
に
於
け
る
栓
地
の

一
考

察
」
３
祗
會
細
泌
史
半
」第
九
各
第
十
Ｔ
二
粧
）
に
於
い
て
、
中
世
水

期
の
農
民
の
階
居
分
化
の
問
題
を
株
り
上
げ
、

『
栓
地
を
簡
範
団

に
亙
つ
て
比
較
鴨
園
滑
に
■
施
●
得
る
た
め
に
は
、
中
世
末
期
の

農
民
の
階
嬌
分
化
を
そ
の
ま
ゝ
容
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

下
作
人
の
有
無
に
拘
ら
ず
、作
人
と
呼
ば
に
る
階
騰
を
基
準
と
し
、

こ
れ
を
本
百
姓
に
立
て
ヽ
彼
等
を
検
地
帳
に
登
録
し
て
行
つ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
推
師
せ
ら
れ
、
こ
の
適
例
と
し
て
、
慶
長
十
九

年
毛
利
氏
の
領
内
検
地
の
際
に
お
け
る

「
作
付
之
次
第
」
な
る
規

定
を
撃
示
し
、
そ
こ
で

「
検
地
名
請
人
――
作
職
所
有
者
＝
本
作
人

」
で
あ
り
、「作
人
の
下
に
更
に
下
作
人
が
存
し
た
場
合
に
も
、
作

人
が
検
地
名
請
人
に
な
る
」
こ
と
の
事
賞
を
指
摘
さ
れ
た
ｏ
加
之

２

）
陸
前
黒
川
の
体
馬
町
設
立
に
開
す
る
朱
印
状

（元
和
一（
年
）
、

全
し
加
賀
落
の
頭
振
百
姓
い
存
在
（圧
長
八
年
）、
↑
じ

小
倉
藩
の

一〓一一一一二

戸
日
調
査
に
よ
る
名
子
（一九
剰
へ
年
）、
（
四
）
阿
波
藩
，
知
行
給
興

の
朱
印
状
（寛
永
四
年
）
等
の
諸
資
料
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
其
の

何
れ
も
が

「
近
世
初
頭
の
農
村
に
は
検
地
帳
に
登
録
せ
ら
に
た
本

百
姓
以
外
に
、
中
世
末
期
の
下
作
人
が
そ
の
ま
ま
持
ち
越
さ
れ
、

本
百
姓
の
下
に
存
在
し
て
み
た
」
こ
と
を
貸
證
し
て
餘
”
み
る
も

の
が
あ
る
。
故
に

『
近
世
初
頭
の
農
村
に
は
、
本
百
姓
以
外
■
小

作
人
、
名
子
、
奉
公
人
が
存
在
し
、
そ
の
数
が
本
百
姓
に
比
し
て

決
し
て
少
い
数
で
な
か
つ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
し
か
も
検
地
帳

に
は
本
百
姓
の
み
が
登
録
せ
ら
れ
、
彼
等
小
作
人
、
名
子
、
奉
公

人
は
今
録
せ
ら
れ
な
い
所
綱
帳
は
づ
れ
の
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ

は
検
地
帳
が
本
来
年
貢
様
式
を
統

一
し
、
年
貢
高
を
確
立
せ
ん
と

す
る
徴
機
上
の
目
的
か
ら
作
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
由

末
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
つ
ｒ
綸ヽ
地
帳
に
登
録
せ
ら
れ
た
本
百
姓

と
い
ふ
も
の
は
、
耕
作
者
と
い
ふ
意
味
よ
う
も
、
納
税
措
常
者
と

い
ふ
意
味
に
解

・す
べ
き
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
従
つ
て

検
地
帳
登
録
者
を
す
べ
て
撃
純
に
直
接
耕
作
者
と
考
へ
る
こ
と
は

危
険
で
あ
ヶ
、
検
地
帳
に
め
ら
は
れ
て
来
な
い
農
民
の
研
究
は
、

中
世
と
近
世
と
を
歴
史
的
な
つ
な
が
う
と
し
て
理
解
す
る
上
に
、

そ
し
て
叉
近
世
農
村
祀
台
を
理
解
す
る
上
に
極
め
て
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
思
ふ
』
と
結
ば
れ
た
ｏ

ヽ
今ヽ
排
氏
は

「検
地
帳
に
あ
ら
は
れ
ぎ
る
作
人
の
存
在
を
以
で
、

近
畿
的
な
分
化
の
高
度
化
せ
る
地
域
の
特
性
」
と
看
傲
し
、

「
名

一鰤”一る分‐こ一とし人りいい『一̈̈
峙”一】̈呻「蒙脚ぃは

鉗「「と島一』峙』̈̈
いと「氏］̈』̈̈
］臓け」』̈一砕̈鵡

不
千
等
分
割
の
事
責
を
村
落
制
構
成
の
理
解
ヽ
‐ｉｌｌ‐―
和
せ
し
め
る
用

信
州
伊
那
に
於
け
る
抑
館
●被
官
制
度
の
研
究
史

（
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交
）

的
な
菱
異
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
』
か
ら
で
あ
る
。

い
い
い
一
中
『
一
］
一
作‐ょ て
人 『 、“
¨
¨
¨
［
輌
輌
一
中
¨
枷
鋤
¨
一

複
雑
で
あ
い
、各
地
に
槍
地
施
行
前
の
階
↑
的
開
係
、或
は
そ
の
一

部
を
輸
珈
帳
上
に
明
示
―
で
ゐ
る
●
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
し
て

，中
世
末
の
階
肝
的
１１
地
開
係
と
、
そ
れ
の
徳
川
期

へ
の
導
入
の
資

獅
陣
制
中
に
向
れ
い
詢
「
“
「
だ
」
哺
対
崎
』
は
の
同
期
嚇
剛
暉

・　

　

　

　

　

　

　

．
　

二
一．一
一一一

瑯
寄
市
百
牌
０
嗅
市
藩
”
ド
汁
満
桐
さ
（
■
・
雌
寄
詰
味
絆
Ｏ
Ｗ
畔
う
針
ｑ
ざ
飛
′
飾
難

・
Ｒ
前
鼎
う
（
叶
辮
Ｊ
飾
０
ウ
ｙ
ｓ
熙
■
・
回
け
回
り
図
咄
逍
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が
ら
も
本
百
姓
に
非
ざ
る
現
貧
耕
作
者
」
の
存
在
を
、
こ
の

「
分

附
百
姓
」
に
見
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
軸
は
以
下
の

叙
述
の
理
解
の
た
め
に
十
分
銘
記
さ
る
べ
き
で
あ
二
う
ｏ

四

抑
々
「
分
附
」
と
は
、
如
何
な
る
農
民
肝
を
指
栂
す
る
も
の
で

あ
ら
う
か
。
こ
の
解
答
を
ば
、
大
石
久
数
の
■
■
で
あ
る

『
地
方

凡
例
録
』
に
求
む
れ
ば
、
『
分
附
ト
ハ
、祀
父
規
ノ
代
―――
畑
フ
ニ
男

三
男
孫
杯

へ
譲
り
、
共
以
後
槍
坦
人
タ
ル
時
、
惣
慣
式
ノ
名
フ
肩

書

二
誰
分
ト
シ
テ
、
営
主
ノ
名
証
卜
記
ス
、
先
ブ
分
鵬
卜
云
、
二

三
男

へ
譲
り
波

シ
、
分
家
百
姓

一
軒

二
成
レ
バ
、
外
附
ニ
ハ
非
ズ

本
百
姓
也
。
（中
略
）
分
附

ハ
、
本
百
妊

ニ
ハ
非
ズ
、
又
家
抱
卜
云

ハ
、
下
人
田
畑
フ
証
り
、
分
附
同
然
肩
書

二
誰
分
卜
記
フ
云
、
分

附
家
抱
共
内
附
タ
ル
ニ
依
テ
、
年
貢
イ
役
ス
惣
領
式

へ
波
シ
、
本

家
ョ
リ
一
緒

二
勤

ム
、
永
小
作
卜
云
モ
大
概
右

二
準
ズ
、
家
抱

ハ

百
姓
ノ
譜
代
ノ
下
人
也
、
門
屋

ト
イ
フ
所
モ
ア
リ
、
庭
子
ト
モ
云

フ
、
（
中
略
）
西
図
方

ニ
テ
ハ
名
子
卜
云
」
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
等

は

「
現
貨
の
排
作
者
に
し
て
本
百
姓
に
非
す
、
而
も
槍
地
帳
上
に

一
定
の
形
式
に
従
つ
た
記
哉
を
う
け
る
も
の
が
あ
る
事
を
示
す
。

そ
れ
等
は

一
は
血
豚
の
分
家
で
あ
わ
、
一
は
評
代

ｏ
下
人
，
あ
Ｌ
、

一
般
に
従
屁
的
小
作
人
の

一
と
し
■
知
ら
れ
Ｔ
ゐ
ら
所
の
も
の
た

る
、
門
屋

ｏ
庭
子
と
同

一
物
と
せ
ら
れ
て
わ
る
」
の
で
め
る
。

か
く
て
斯
か
る
分
附
形
式
を
多
年
同
氏
の
手
が
け
た
る
信
州
伊

一一
　

一
　

・
．一一一一
一・一．．一一

．
・・
一．
一一一・

一
一一・一一・一・「一一
　

．．

・　
　
三
四

那
郡
に
於
け
る
隷
屁
的
小
作
制
度
、
御
館

。
彼
弁
制
度
の
存
在
地

を
続
つ
て
贋
く
そ
の
刑
邊
地
域
―
―
大
河
原
村
前
島
家
の
分
附
彼

，
官
の
存
在
は
こ
の
典
型
で
あ
る
―
―
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
同
氏
は
注
意
ぶ
か
く

『
，
附
形
式
の
存
在
卸
賦
役
提
供
を

件
ふ
隷
従
小
作
人
の
存
在
と
な
す
事
は
、
具
体
的
史
料
の
快
如
が

こ
れ
″
許
さ
ぬ
の
で
あ
り
、
こ
の
逆
た
る
被
官
却
分
附
形
式
に
よ

る
記
載
を
う
け
る
イ
と
い
ふ
こ
と
は
、
被
官
申
に
槍
地
帳
上
に
表

れ
な
い
も
の
の
あ
る
事
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
る
所
で
あ
る
」
と
し

こ
れ
を
前
掲
今
井
氏
の
推
論
に
準
し
て

『
分
附
形
式
の
存
在
は
そ

の
や
う
な
意
味
で
の
帳
外
の
民
が
、
そ
の
土
地
に
封
す
る
樺
利
開

係
の
強
度
の
故
に
，
完
全
な
作
人
と
し
て
は
表
れ
得
な
い
の
で
あ

る
が
、
兎
も
角

一
定
の
制
限
の
下
に
検
地
帳
に
公
認
許
れ
た
こ
と

を
示
す
と
云
へ
よ
う
。
右
の
聯
開
に
お
い
て
は
問
題
は
土
地
関
係

が
名
主
―
―
作
人
―
―
下
作
人
た
階
Ｆ
分
化
の
極
炭
を
示
し
た
と

考

へ
ら
れ
る
近
畿

。
中
国
的
な
地
域
を
地
整
と
し
て
ヽ
下
作
人
が

帳
外
の
民
と
し
て
、検
＝
帳
上
Ｌ
衣
れ
な
い
と
い
ふ
理
解

へ
導
き
、

東
山
ｏ
開
束
と
全
体
と
し
て
粒
図
期
の
縦
豊
二
氏
に
よ
る
統

一
の

行
は
れ
た
経
済
的
―――，
淋
と
係
り
の
少
い
地
域
に
お
い
で
、
分
附
記

載
を
見
る
と
い
ふ
■
■
の
中
に
あ
る
事
に
な
ら
う
ｏ

雨
地
域
に
お
い
て
本
百
姓
■
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
が
共
に
先

つ
棚
剛
嚇
倒
れ
鍋
¨
』
絣
組
燎
』
脚
費
¨
´
紛
卿
¨
醐
始
獄
い
地し、

た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
若
し
検
地
帳
面
に
全
く
名
を
表
は
し
て
ゐ

な
十
や
う
な
耕
作
者
が
居
な
い
と
す
れ
ば
、
Ｉ
町
五
反
二
畝
餘
の

手
作
地
が
存
在

し
た
事
と
な
り
．
…
‥
こ
の
手
作
地
は
村
役
人
の

地
位
に
あ
る
者
の
家
族
努
力
の
み
に
依
存
し
て
、
経
螢
し
う
る
程

度
の
面
積
で
は
な
い
』
こ
と
を
推
定
し
得
る
で
あ
ら
う
。
唯
遺
憾

な
の
は
、
武
州
八
本
田
村
に
は
こ
れ
以
上
問
題
ケ
明
ら
か
に
す
べ

き
材
料
″
快
い
て
ゐ
る
が
、
信
州
伊
那
瑯
大
河
原
村
前
島
家
の
被

官
百
姓
に
開
す
る
資
料
は
、
次
の
推
測
を
可
能
な
ら
し
む
る
で
あ

ら
う
ｏ
印
ち
『管
時
の
検
地
帳
ｔ
版
は
れ
る
多
数
の
分
附
百
姓
は
、

農
事
賦
役
に
よ
つ
て
分
附
主
と
開
係
し
て
ゐ
る
事
を
知
る
の
で
め

脚
に
科
肩
州
螂
・二‐こ
「
中
彰
剛
砂
嘲
訓
州
い
壻
馴
噸
一

「 ぁ
わ
降
醐
触

養
地
を
除
い
た
全
耕
地
を
．
更
に
帳
外
の
耕
作
者
の
存
在
を
考
ヘ

て
右
の
如
き
部
分
の
み
を
手
作
地
と
考
へ
る
事
に
し
て
も
衛
、
そ

こ
に
は
中
世
的
な
地
主
耕
作
を
考
へ
る
事
が
、
慶
長
と
云
ふ
年
代

と
共
に
不
可
能
で
な
い
事
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
徳
川
中
期
以

後
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
経
済
悛
展
に
基
く
土
地
集
中
の
開
始
証

“
¨
［
』
』
』
¨
¨
¨
基 る の
¨
一
「
囃
］
い
囀
¨
“
る、後‐、
「
¨
［
嚇
姜

形
態
を
考
へ
る
の
を
合
理
的
と
す
る
で
あ
ら
う
０
そ
こ
に
分
附
ど

にい咄脚脚糊町脚″勝靱噺̈
鋒暁設瑚』一場吟」商あ‐、材報

〓二
五

方
九
例
筆
の
解
料
を
と
る
と
す
れ
ば
、
下
作
人
の
柑
利
開
係
は
分

附
記
載
の
な
い
地
方
に
弱
い
と
考
へ
ら
れ
る
事
に
な
る
。
下
作
人

の
封
土
地
開
係
の
強
力
化
は
、
帥
ち
分
化
の
程
度
の

一
膚
進
め
る

こ
と
を
示
す
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
だ
ら
う
か
。
農
民
肝
分
化

の
高
度
化
は
中
世
末
期
の
経
済
資
展
の
キ
淑
で
あ
り
、
そ
れ
は
近

畿
を
中
心
と
す
る
と

一
應
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
姦
に

一
の
矛

盾
を
感
す
の
で
あ
る
。」

こ
の
疑
問

へ
の

一
つ
の
近
づ
き
を
得
る
た
め
に
、
天
正
十
七
年

と
稀
■
る
虎
岩
村
検
地
帳
を
探
り
上
げ
、
そ
の
分
附
記
載
の
形
式

を
分
析
ｔ
、
そ
の
著
し
い
特
色
と
し
て

『
第

一
に
、
地
積
に
大
牛

小
の
単
位
か
用
ひ
ら
れ
て
を
る
事

（
三
百
六
十
歩

一
反
）
歩
二、
に

は
分
附
形
式
に

「
何
某
分
主
作
」
と
云
ふ
形
式
と
列
ん
で

「
何
某

分
誰
作
」
と
云
ふ
形
式
が
存
在
す
る
事
』
を
撃
げ
、
更
に
武
蔵
図

旅
羅
郡
八
木
円
村
の
度
長
十
四
年
の
栓
地
帳
で
も
、
三
百
歩

一
反

で
は
あ
る
が

「何
某
分
主
作
」
及
び

「
伺
某
分
誰
某
作
」
と
い
ふ

記
載
を
採
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
企
く
そ
の
揆
を

一
つ
に
し
て
ゐ
る

こ
と
を
注
日
さ
れ
る
。
後
者
に
就
い
て
よ
”
詳
し
′
・湖
る
に

『
村

役
人
生
税
助
の
名
の
附
せ
ら
れ
た
田
畠
は
、
締
計
十
三
町

一
反
四

畝
二
十
四
歩
で
あ
り
、
記
載
の
形
式
に
よ
つ
て
分
類
す
れ
ば
、
軍

に
主
祝
助
と
記
せ
る
も
の
二
町
五
反
九
畝
四
歩
、
分
附
百
姓
の
塾

地
が
ｔ
町
六
反

一
畝
七
歩
』
と
な
る
。
こ
れ
は

『
主
税
助
の
蠅
受

地
の
中
に
分
附
百
姓
の
捲
地
の
外
に
、
手
作
地
的
な
も
の
の
あ
つ

信
州
伊
邪
に
於
け
る
御
備
●
投
官
制
度
の
研
究
史

（
入
交
〉
　

一

咄
奇
詰
高
肛
０
叶
繭
蒲
仲
ヽ
汁
満
桐
Ｓ
（
ヽ
。
咄
番
蒲
無
＝
⑮
叫
畔
サ
労
こ
さ
ｔ
ン
市
難

．
日
前
＝
サ
〔
囃
ら
，
締
砂
う
０
）
熙
）
。
回
ヽ
回
ゆ
因
珊
３



信
州
伊
部
に
於
け
る
御
鴛
●
被
官
制
度
の
研
究
史
　
（
入
交
）

い
か
』
と
の
推
断
を
下
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
極
め
て
示
唆
に
富
む
結
語
は
、
固
よ
う
こ
れ
は
古
島
氏
の

一
つ
の
極
め
て
大
鵬
な
る

「
推
論
」
で
あ
る
こ
と
は
、
同
氏
自
ら

も
断
ら
る
る
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の

「
推
論
」
を

一
つ

の

「現
貸
」
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
、更
に
根
本
資
料
の
蒐
年
と
、

そ
れ
の
科
學
的
分
析
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
我

々
は
嘗
で
今
井
氏
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
た

「
近
世
初
頭
の
槍
地
と

農
民
の
階
＝
分
化
」
に
お
け
る

「帳
外
の
民
」
の
存
在
が
ぅ
い
ま

古
島
氏
に
よ
つ
て

「検
地
帳
上
の
分
附
記
載
」
の
分
析
を
通
し
て

著
し
く
問
題
を
進
展
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
ら
〓

五

封
建
制
の
研
究
に
於
け
る
問
題
の
核
心
は
、
常
に
常
該
封
建
制

下
の
土
地
助
有
制
並
び
に
農
民
に
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
故
に
、彼
官
制
の
費
生
史
的
考
牛
に
就
で
も
、
オ」
の
一
点

を
忘
却
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
正
協
性
を
要
求
し
得
な
い

で
あ
ら
う
。

私
は
、
今
夏
の
探
訪
に
よ
つ
て
、
古
島
氏
に
よ
つ
て
開
拓
さ
れ

た
農
業
制
度
と
し
て
の
御
館

ｏ
彼
官
制
の
研
究
が
、
既
に
郷
土
史

家
の
人
々
に
よ
つ
て
、
新
し
き
展
開

へ
の
陣
痛
期
に
入
り
つ
ゝ
あ

る
こ
と
を
目
の
あ
た
り
親
る
を
得
て
、
衷
心
よ
う
郷
土
史
學
界
の

た
め
に
祀
職
し
て
燎
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
昭
和
十
七
年
七
月
十
日
●常
盤
館
に
て
）

一一一エハ

伊
藤
先
生
か
ら
入
交
先
生
の
論
稿
を
い
た
だ
い
た
時

『校

正
は
東
京

へ
お
途
り
し
て
見
て
い
た
だ
く
様
に
』
ｔ
の
お
話

で
あ
り
ま
し
た
ｏ

無
論
さ
う
致
す
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
何
分
に
■
印
刷
が

お
く
れ
て
、
そ
の
時
間
が
出
ま
せ
ん
ｏ
失
継
と
は
重
々
存
じ

ま
し
た
が
途
お
途
し
て
お
日
に
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ

様
な
次
第
で
あ
り
ま
し
た
ｏ
従

つ
て
設
り
が
あ
り
ま
し
た
ら

責
任
は
全
部
宙
方
に
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
断
り
致
し
て
お
き

ま
す
。
竹
続
軒
の
都
合
で
先
生
の
分
が
巻
末
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま

し
た
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
田
企
の
事
と
て
御
指
定
通
り
の
活

字
を
使
用
致
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
事
と
を
併
せ
て
お
断
り

致
し
ま
す
。
（
編
輯
部
）

食
後
小
澁
の
支
流
小
河
内
川
の
漢
流
に
浩
つ
た

旧
晰
費
購
¨
意て
獅
嘲
好
ぃ
剛
れ
つ 。
中
勁
待
師
漱

ら

一
里
の
道
程
は
あ
る
。
こ
こ
か
ら
又
登
つ
て

小
河
内
川
の
支
流
寺
浮
川
に
浩
ふ
た
細
い
山
遊

を
伴
っ
て
寺
屋
吸

へ
出
て
安
測
し
た
。
御
所
季

か
ら
几
十
町
程
の
と
こ
ろ
だ
。
山
で
日
が
く
れ

て
は
と
心
配
し
た
が
日
幕
に
釜
澤
へ
帰
る
こ
と

が
出
来
た
。
こ
の
日
午
後
か
ら
雨
が
降
つ
た
り

や
ん
だ
り
し
た
の
で
一
同
濡
鼠
と
な
つ
た
ｏ

十
日
　
一一一正
坊
い
賞
測
を
済
ま
し
て
上
蔵
へ

下
つ
た
。
こ
の
日
縣
知
事
閣
下
が
信
濃
官
御
造

性
工
■
就
察
つ
た
め
に
上
蔵
へ
金
ら
れ
た
の
で

市
村
先
生
は
御
史
蹟
の
説
明
役
を
承
は
つ
た
。

弾
正
林
に
呑
坂
高
宗
の
供
養
碑
を
拓
本
し
た
り

宗
久
寺
址
を
半
ね
た
り
、
野
力
官
に
参
舞
し
た

り
し
て
か
ら
上
瓶
青
年
国
の
人
た
ち
の
お
世
話

に
な
つ
て、耐
徳
庵
の
史
料
を
調
査
し
た
ｏ
大
汀

原
に
帰
つ
て
目
募
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
青

‘戯
‐Ｊ‐の欄
へ・査臓ａ徹げ
は政帥劉機琲）嘲れ

位
置
だ
。
こ
の
日
も
大
河
原
油
だ
。

十

一
日
　
今
日
は
松
牛
城
を
見
て
、
落
合
の

は唖嘲峨勉嘘倫陶”」毎｝ぽ悧薦一枷叫

同
ヶ
篤
さ
し
て
い
た
だ
い
た
ｏ
役
場
を
た
，
‘

桶
屋
の
頭
屋
敷
や
別
嘗
島
を
計
査
し
て
北
條
ヘ

利
な
囃
凛
鶴
晰
¨
鶴
崚
導
卜
一
熱
』
囀
型
¨
『
一

三
七
　
　
′　
　
　
　
　
　
　
ヽ

彙

　

　

　

報

『［「一時卿
牡綺し獅以岬Ｐ」躊は制御

六
月
六
日
上
伊
那

の
中
澤
村

へ
出
て
常
秀
院

徳
光
地
、
西
尾
、
高
児
城
趾
を
訓
■
し
て
南
向

村

の
四
徳

に
油

つ
た
。

七
日
四
徳
か
ら
鹿
塩
峠
を
越

し
て
鹿
塩

へ
出

妹耐
へこか榔敵静動孤い硼囃剌あ「薇回醐

形
も
無
い
ほ
ど
に
店
れ
て
、
自
然
に
倒
れ
た
，１

木
が
道
を
さ
へ
ぎ
つ
て
ゐ
た
ｏ
こ
ち
ら
の
谷
‐―１１

や
あ
ち
ら
の
４
で
社
冊
や
耶
公
が
か
け
合
で
し

さ
り
に
鳴

い
て
ゐ
た
。
峠

の
頂
上
近
く
な

つ
て

い一中”け̈』̈」」紅一̈｝一̈砕け

』い嘲中』“一〕一『̈
一一̈
¨̈
】％

輌一̈
一̈
『”̈
“剌「け動̈
批ヽ枷い

て寺屋取へ今躙“飢卸潜刹わ汀嘲疇％咆に

彙

　

　

　

報

で

一
同
足
の
痛
さ
が
依
復
せ
ず
越
せ
そ
う
も
な

ぃ
。
薇
定
と
受
夏
し
て
施
塩
を
訓
全
す
る
こ
と

に
し
た
。
輌
企
を
済
■
せ
て
天
狗

の
森

の
古
城

跡
″
・寅
測
し
た
ｏ

こ
こ
か
ら
更
に
坂
道
ケ
登

つ

て
城
木
費

へ
出
た
。
山
城
と
し
て
は
■
使
■
人

さ
く
北
に
入
狗
の
森
、
商

に
大
∴
城
″
支
城
と

し
て
、
■
角
形
の
頂
＝
と
も
い
ふ
べ
き
位
置
に

あ
っ
て
、　
一
つ
の
根
城
と
な
つ
た
城

の
や
う
に

＝
け
れ
た
。
又
川
端
に
Ｆ
Ｉ，
て
―――
だ

喘
」川

の
対

岸

へ
辛

つ
て
人
河
原

へ
涌
ふ
■
■
に
滑
つ
た
人

鳥
城
を
賞
測
―
た́
．
こ
れ
ら
の
‐――
城
は
＝
切
や

＝
廊
″
今
に
入
し
て
無

‐ｌｉ
の
う
ち
に
十
″
語

つ

て
お
ろ
ｏ

こ
ヽ
か
ら
砕
ん
ど
同
標
高
で
山
の
腰
を
■
ふ

喜
泣
け
■
く
練

い
た
の
大
河
原
の
地
域

に
ｔ
人

つ
て
か
ら
鹿
鳳
を
，
油
十
あ
た
り
に
、
中
足
城

■
か
あ
る
ぃ
沖
絡

の
技
と
し
て
■
要
な
位
置
に

ぁ

っ
た
と
＝
は
れ
る
。
市
場
の
見
え
る
邊
り

へ

出
る
。
こ
こ
で
下
に
見
え
る
■
理
さ
れ
た
本
田

け
憔
川
川
の
出
摯
だ
。
耕
し
つ
く
さ
れ
た
急
傾

斜

の
畑
と
共
に
、
農
政
“
済
史
の
研
究
に
新
生

鰤
一
］
”
］
一
［
¨
「
『
い
」
ゃ
潮
酸
岬
独
望

九
Ｈ
　

■
朝

市

場
を
立

つ
て
大
河
原
城

の
あ

』一̈
一『̈
に̈
〕̈
『『一］』け〔一

同
行
し
て
下
さ
つ
た
ｏ
松
浦
さ
ん
の
好
首
で
八

幡
祀
の
史
料
を
寡
期
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
書

咄
寄
詰
声
桝
０
”
市
蒲
峡
ざ
汁
耐
償
ヾ
（
ヽ
・
鵡
奇
詰
峠
＝
⑮
騨
騨
サ
労
ｑ
ざ
■
ン
市
理

．
鳳
爾
＝
り
（
叶
ら
τ
並
０
当
ｙ
ｓ
熙
）
・
コ
■
コ
ゆ
□
珊
論


